
平成 26年 3月２６日

松山河川国道事務所調査第２課

《速報》国道33号松山外環状道路インター線（井門IC～古川IC）
ま つ や ま そ と か ん じよう い ど ふ る か わ

開通後の利用状況について

～交通量が約１．５倍に増加しました～

平成２６年３月１６日（日）に開通した国道３３号松山外環状道路インター線（以
まつやまそとかんじよう

下「外環インター線」）井門 IC～古川 IC間Ｌ＝１．２ｋｍについて開通後の利用
い ど ふるかわ

状況についてお知らせします。

１．交通量の増加

自動車専用道路部の開通によって利便性が向上し、外環インター線の利用が図られて

います。

12時間交通量

区 間

古川ＩＣ付近 井門ＩＣ付近

外環インター線 開通前(側道のみ) 4,660台 ／日 14,656台／日

井門ＩＣ

～古川ＩＣ 開通後(側道＋自動車専用道路)※ 7,185台／日 17,225台／日

※平成 26年 3月 16日開通部分

２．開通後の「効果の声」

「千舟町古川線（はなみずき通り）と国道３３号や松山ＩＣへの行き来が便利になっ

た」等、外環インター線の部分開通による効果の声を頂きました。

※交通量の調査日

開通前・・・平成２５年１１月１３日（水）

開通後・・・平成２６年 ３月２０日（木）

※今後も引き続き調査を行い、効果を検証していきます。

本施策は、四国圏広域地方計画「ＮＯ．５ 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジ

ェクト」及び「ＮＯ．６ 防災力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。

問い合わせ先：四国地方整備局松山河川国道事務所調査第２課

副所長（道路）：沖上 茂人（内線：２０５）
おきうえ し げ と

◎ 調査第２課長：大西 篤 （内線：４５１）
おおにし あつし

代表 ０８９－９７２－００３４

直通 ０８９－９７２－０６１３

ＦＡＸ ０８９－９７２－８１１７

◎：主な問い合わせ先

約 1．5倍 約 1．2倍



外環インター線（井門ＩＣ～古川ＩＣ）の開通後の利用状況 《速報》

○自動車専用道路の開通により、交通量が古川ＩＣで１．５倍、井門ＩＣで１．２倍増加しました。
○地域からも開通を実感する声を頂いています！

○自動車専用道路の開通により、交通量が古川ＩＣで１．５倍、井門ＩＣで１．２倍増加しました。
○地域からも開通を実感する声を頂いています！

自動車専用道路部の開通状況自動車専用道路部の開通状況

開通前後の交通量（平日）開通前後の交通量（平日） 開通を実感する「地域の声」開通を実感する「地域の声」

い ど ふる かわ
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側道交通量 自動車専用道路交通量凡 例

古川ＩＣ付近（断面①） 井門ＩＣ付近（断面②）

14,656

15,640

1,585

4,660
2,849

4,336

（千舟町古川線沿道店舗、周辺自治会）

・古川方面(千舟町古川線)と国道３３号や

松山ＩＣへの行き来が便利になった。

・千舟町古川線（はなみずき通り）が開通
前より増えたように感じる。

約１．５倍増
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